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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
再書込可能型の記録担体にトラックパターンにて情報ブロックを書き込むべく、前記記録
担体のエリアに電磁放射ビームにより前記情報ブロックを表すマークを書き込む書込ユニ
ットと、前記書込ユニットを前記記録担体のトラック構造に基づいて位置決めする位置決
め手段とが設けられ、前記トラック構造が前記トラックパターンを有するものとした書込
装置であって、
情報ブロックを書き込むために使用されている前記記録担体のエリアを検出する第１検出
手段と、
前記使用されているエリアに隣接する未書込境界エリアを検出する第２検出手段と、
前記未書込境界エリアにダミー情報を書き込む初期化手段と、
を有し、
前記初期化手段は、前記情報ブロックの書込指令の実行後の時点で、当該書込装置が自発
的に初期化動作に切り替わるアイドルモードを得て、前記ダミー情報の書込処理を施すよ
うに構成され、前記時点は、動作状況に基づいて決定され、前記動作状況は、新たな書込
指令の欠如を有し、前記アイドルモードにおいて、当該書込装置は、新たな書込又は読取
指令の受信に応答する、書込装置。
【請求項２】
請求項１に記載の装置であって、前記第１検出手段は、前記使用されているエリアを、当
該装置により受信された書込指令に基づいて検出するように構成されていることを特徴と
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する装置。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の装置であって、前記第１検出手段は、前記使用されているエリア
を、前記記録担体の使用情報に基づいて検出するように構成されていることを特徴とする
装置。
【請求項４】
請求項１、２又は３に記載の装置であって、前記第２検出手段は、前記未書込境界エリア
を、前記記録担体のステータス情報に基づいて検出するように構成され、前記ステータス
情報は、エリアの書込状態を示すことを特徴とする装置。
【請求項５】
請求項１、２、３又は４に記載の装置であって、前記初期化手段は、前記使用されている
エリアの直前の前記未書込境界エリアに書込処理を施すように構成されていることを特徴
とする装置。
【請求項６】
請求項５に記載の装置であって、前記初期化手段は、前記使用されているエリアの直後の
前記未書込境界エリアに書込処理を施すように構成されていることを特徴とする装置。
【請求項７】
請求項５又は６に記載の装置であって、前記初期化手段は、所定の幅を有する帯状エリア
に書込処理を施すように構成されていることを特徴とする装置。
【請求項８】
請求項１ないし７のうちいずれか１つに記載の装置であって、前記初期化手段は、前記情
報ブロックの書込指令の実行前の時点で前記ダミー情報の書込処理を施すように構成され
ていることを特徴とする装置。
【請求項９】
請求項１ないし８のうちいずれか１つに記載の装置であって、前記動作状況は、前記記録
担体の搬出指令の受信を有することを特徴とする装置。
【請求項１０】
請求項１ないし９のうちいずれか１つに記載の装置であって、前記初期化手段は、前記記
録担体のエリアの未書込又は書込済み状態についてのステータス情報を検出するステータ
ス検出手段が設けられていることを特徴とする装置。
【請求項１１】
請求項１に記載の装置であって、前記ダミー情報は、Ｎ個のダミー情報ブロックとして構
成され、Ｎは、１以上であり、前記ダミー情報ブロックには位置情報が設けられているこ
とを特徴とする装置。
【請求項１２】
情報ブロックをトラックパターンにて再書込可能型の記録担体に書き込むべく、前記情報
ブロックを表すマークを前記記録担体の各エリアに書込ユニット及び電磁放射ビームによ
り書き込み、前記書込ユニットを前記トラックパターンを示すトラック構造に基づいて位
置決めする書込方法であって、
情報ブロックを書き込むために、使用されている前記記録担体のエリアを検出し、
前記使用されているエリアに隣接している未書込境界エリアを検出し、
前記未書込境界エリアにダミー情報を書き込み、
前記情報ブロックの書込指令の実行後の時点で、当該書込方法が自発的に初期化動作に切
り替わるアイドルモードを得て、前記ダミー情報の書込処理を施し、前記時点は、動作状
況に基づいて決定され、前記動作状況は、新たな書込指令の欠如を有し、前記アイドルモ
ードにおいて、当該書込方法は、新たな書込又は読取指令の受信に応答する、
書込方法。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、再書込可能型の記録担体のトラックパターンに情報ブロックを書き込む装置に
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関する。かかる装置には、その情報ブロックを表すマークを電磁放射ビームによって記録
担体の各エリアに書き込む書込ユニットと、当該記録担体のトラック構造に基づいて書込
ユニットを位置決めする位置決め手段とが設けられるものである。ここで言うところのト
ラック構造は、トラックパターンを示している。
本発明はまた、再書込可能型の記録担体のトラックパターンに情報ブロックを書き込む方
法に関する。かかる方法においては、情報ブロックを表すマークが書込ユニット及び電磁
放射ビームによって当該記録担体の各エリアに書き込まれ、またその書込ユニットが、ト
ラックパターンを示すトラック構造に基づいて位置決めされるものである。
本発明はまた、上記書込装置に用いられる記録担体に関する。
さらに、本発明は、記録担体のトラックパターンにおける光学的読取可能なマークによっ
て表される情報ブロックを読み取る読取手段が設けられた読取装置に関する。かかる装置
には、電磁放射ビームによってマークを読み取る読取ユニットと、マークに基づいて読取
ユニットを位置決めする位置決め手段とが設けられるものである。
背景技術
従来の、情報ブロックを書き込む冒頭の段落において述べたタイプの書込装置、方法及び
記録担体は、ＵＳ４，９０１，３００（ＰＨＮ１２．３９８）に開示されている。この文
書に記述されているシステムにおいては、情報ブロックは、記録担体のトラックパターン
に記録されるものであり、光学的に読取可能なマークによって表されるものである。この
記録担体は、位置情報を表す変動周波数を有するウォブリングの施されたプリグルーブの
形態を採るトラック構造を有している。書込装置は、電磁放射ビームによって記録担体を
スキャン（走査）しこれに伴いその反射される放射成分からトラッキング信号を得るよう
にした書込ヘッドと、上記位置情報に基づいてスキャン中の書込ヘッドの位置決めをなす
位置決め手段とを備えている。スキャン中は、上記ウォブルがトラッキング信号に変調成
分を生じさせる。この変調成分は、その成分中でコード化されている位置情報を有してお
り、該位置情報は、情報用に設けられたエリアの始端箇所に関しての当該トラックにおけ
る絶対位置を示している。この各情報ブロックは、その位置情報に基づいて、必要であれ
ば当該トラックのジャンプを用いて書込ヘッドを位置決めしつつ、それぞれのアドレスに
従って所望の位置に記録担体に記録される。記録担体は、部分的に書き込まれうるもので
あり、この場合、マークの存在する書込エリアと、トラック構造のみ存在する未書込エリ
アとを有する。読取装置には、マークからトラッキング信号及び／又は位置情報を得るも
のがある。これら読取装置の問題は、未書込エリアにおいて位置情報を生成できない点で
ある。それ故、部分的に書き込まれる記録担体は、確実な読み取りができない。
発明の開示
本発明の主たる目的は、部分的に書き込まれる記録担体を、より確実に読み取ることので
きる手段を提供することである。
そこで、本発明の第１の態様によれば、書込装置は、情報ブロックを書き込むために使用
されている前記記録担体のエリアを検出する第１検出手段と、前記使用されているエリア
に隣接する未書込境界エリアを検出する第２検出手段と、前記未書込境界エリアにダミー
情報を書き込む初期化手段とが設けられることを特徴としている。この発明による書込装
置は、特に、マークからトラッキング信号及び位置情報を得る読取装置によって部分的書
込済みの記録担体を確実に読み取ることができる、という利点がある。なぜなら、隔離さ
れた情報ブロックに隣接する境界エリアに書込がなされるからである。かかるエリアへの
ジャンプがなされる場合、読取ユニットは、例えば、読取ユニットを変位させるモータの
速度センサから得られる距離情報に基づいて、読み取るべき情報ブロック前方で少しだけ
距離の離れたところに全体的大まかな位置決めがなされる。そしてこの読取ユニットは、
読み取るべき情報ブロックの前方で少しだけ距離を隔てて当該隣接エリアに到達すること
となる。このエリアにおいては、ダミー情報のマークが存在しており、それ故に読取ユニ
ットが、記録担体から読み取られた情報に基づいて通常の様式で正確に位置決めされる。
また、他にも、全体的位置決め時の不正確さのために読み取るべき情報ブロックの後方に
少しだけ距離を隔てて読取ユニットが位置決めされる場合のために、境界エリアが、読み
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取るべき情報ブロックを越えて書き込まれる、という利点がある。
注記するに、ディスク形の記録担体におけるデータ記憶用のエリアに対し、一部を実際に
データ記憶する必要がある場合はいつも、各部の連続的なフォーマット化が施されるディ
スク記憶システムがＥＰ　０　３２８　２４０に記載されている。フォーマット時におい
てエリアは位置情報が設けられ、その後、書込動作及びこれに続く読取動作の形態によっ
て該エリアが使用されかつ解読されるとともに、エラー制御情報が当該解読内容に基づい
て発生される。本発明によるシステムにおいては、位置情報が既にトラック構造に存在し
、使用されていないエリアすなわち使用されているエリアの未書込境界エリアには、ダミ
ー情報がデータ記憶エリアの使用前または使用後において書込動作の形態で書き込まれる
。
本発明による装置の一実施例は、前記第１検出手段が、前記使用されているエリアを、当
該装置により受信された書込指令に基づいて検出するように構成されていることを特徴と
している。こうすることにより、エリアが使用されているかどうかの事実を、記憶手段を
用いることなく判定することができる、という効果を奏する。
本発明による装置の他の実施例は、前記第１検出手段が、前記使用されているエリアを、
前記記録担体の使用情報に基づいて検出するように構成されていることを特徴としている
。これにより、エリアが使用されているかどうかの事実を、関連のあるエリアをその本来
の目的のための読み取りをなす必要なく使用情報から直接判定することができる、という
効果を奏する。
本発明による装置のさらに他の実施例は、前記初期化手段は、所定の幅を有する帯状エリ
アに書込処理を施すように構成されていることを特徴としている。この場合、かかる未書
込境界エリアは、ジャンプ後に読取装置の読取ユニットを到達（着地）させる到達エリア
を形成する最小幅として少なくとも十分なものとされる。この幅は、多くの標準的読取装
置でその読取ユニットがジャンプ時にこの幅の中で到達できるように選定される。これに
より、部分的書込済みの記録担体は、標準的読取装置によって確実に読取可能となる。
本発明によるまた別の実施例は、前記初期化手段は、書込指令の実行後の時点で書込処理
を施すように構成され、前記時点は、動作状況に基づいて決定されることを特徴としてい
る。こうすることにより、当該初期化の性能によるユーザへの邪魔を可能な限り低減する
ことができる。
本発明によるまたさらに他の実施例は、前記ダミー情報は、Ｎ個のダミー情報ブロックと
して構成され、Ｎは、１以上であり、前記ダミー情報ブロックには位置情報が設けられる
ことを特徴としている。これら隣接エリアにおいて、初期化手段は、例えばアドレスのよ
うな通常の様式の位置情報を有するダミー情報ブロックを書き込む。この実施例には、読
取ユニットが、その読取ユニットの位置を通常様式にて当該位置情報に基づいて決定する
ことができる、という利点がある。値の小さいＮのもとでは、書込境界エリアは、読取ユ
ニットが到達するのに小さすぎることがあるが、使用されている該当エリアにおける情報
ブロックを読み取る前に読取手段をロックインさせるために、助走エリアが形成されるこ
ととなる。これは、当該書込エリアを検索することのできる本発明による読取装置におい
ては有益なものである。なぜなら、読取ユニットは、この助走エリアを経て情報ブロック
に接近し、トラッキング手段及び読取信号復号手段がロックインするからである。
本発明の第２の態様によれば、上記書込装置に用いられる記録担体は、前記記録担体のエ
リアの未書込または書込済み状態についてのステータス情報が設けられ、このステータス
情報は、所定の様式で再生可能であることを特徴としている。この利点は、書込エリアを
検出する検出手段によりステータス情報を再生した後には、書込装置が、書き込まれてい
るかまたは未書込となっているかどちらかであるエリアの状態を検知しており、したがっ
て、当該エリアが最初に読まれる必要がない故に、初期化すべきかどうかを直ちに決定す
ることができる、という点である。これは、書込指令を実行し、必要であれば隣接領域を
初期化するための時間が短くてすむ。
本発明の第３の態様によれば、読取装置に、マークが書き込まれたエリアを検索する検索
手段を設けたことを特徴としている。この読取装置は、マークによってのみトラックを追
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従することができ、位置情報を生成することができる。接触しておらずしかも未書込エリ
アにより分離されているエリアが読み取られる場合、かかるエリアへのジャンプが行われ
ると、概して読取ユニットは、読み取られるべき情報ブロックの前方に少し離れて到達す
ることとなる。ここで、この検索手段は、例えばマークを見つけられるまで当該ジャンプ
の向きにさらに読取ユニットを変位させることにより書込エリアが検索される、という利
点を持つ。したがって、本発明による読取装置は、部分的に書き込まれた記録担体を確実
に読み取ることができるのである。
本発明のこれらの態様及びその他の態様は、以下に記述された実施例から明らかであるし
、該実施例を参照して説明される。
【図面の簡単な説明】
第１図は、トラック構造が設けられた記録担体を示している。
第２図は、部分的に書込済みの記録担体を示している。
第３図は、ダミー情報を有する部分的書込済みの記録担体を示している。
第４図は、情報ブロックを書き込む書込装置を示している。
第５図は、読取装置を示している。
各図において、既に説明した部分（部品）に対応する部分（部品）には同じ参照番号が付
されている。
発明を実施するための最良の形態
第１ａ図は、記録用に形成されたトラック９と中心孔１０とが設けられたディスク形記録
担体１を示している。トラック９は、巻回（周回）部３による渦巻パターンに応じて形成
される。トラック９は、何も記録されていない記録担体の製造において造られたトラック
構造によって、記録担体に表される。トラック構造は、例えば、スキャン時に読取／書込
ヘッドがトラック９を追従可能とするプリグルーブ４によって構成される。第１ｂ図は、
記録担体１の線ｂ－ｂにおいて得られる断面図であり、透明基板５には、記録層６及び保
護層７が設けられる。プリグルーブ４は、ピット又は凸状に形成しても良いし、その状態
から遷移する材料特性を有するものとしても良い。さらに、トラック構造は、ランド及び
グルーブパターンと呼ばれる凸状及び凹状の巻回部が交互に配される構成とすることがで
きる。この構成には、巻回部毎になされるランドからグルーブへの転換或いはその逆の転
換を伴う。記録層６は、知られているＣＤ－レコーダブルのような情報の読取及び／又は
書込を行う装置によって、光学的に或いは磁気光学的に書き込み可能である。かかる情報
は、ブロック毎に構成され、ＣＤにおける連続する種々の長さのピット群のように、多量
の放射と少量の放射とを反射させる連続するエリア群の形態を採る光学的に読取可能なマ
ークによって表される。このような再書込可能なディスクは、新しい高密度光ディスクで
あるディジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）のシステムにおいて提供される。第１ｃ
図及び第１ｄ図は、プリグルーブの周期的な変調（ウォブル）について２つの例を示して
いる。このウォブルが、トラッキングサーボセンサに付加的信号を生じさせるのである。
このウォブルは例えば周波数変調され、アドレス又はタイムコードといった位置情報が当
該変調において符号化される。このようにして位置情報が設けられる書込可能なＣＤシス
テムの説明は、米国特許４，９０１，３００号（出願人整理番号ＰＨＮ１２．３９８）及
び米国特許５，１８７，６９９号（出願人整理番号ＰＨＱ８８．００２）において読むこ
とができる。トラック構造はまた、例えば、トラッキング信号を周期的に発生させる規則
的に分割された部分的パターンからなるものとすることもできる。トラック構造のもう１
つの例は、アドレスを示しかつ情報ブロック記録用のエリアの先頭を示す光学的読取可能
なマークによって形成されるヘッダシンボルである。この説明は、例えばＣＤ－ＲＯＭに
おけるが如き内側から外側へと蓄積される渦巻トラックパターンにおける情報記憶に基づ
くものである。本発明は、巻回部が渦巻ではなく同心的である他のトラックパターンの場
合、又は光学テープのような別に形成された記録担体の場合にも、同様の態様で適用可能
である。
第２図は、部分的に書込済みのディスク状記録担体１を概略的に示している。リードイン
エリア、ファイル管理情報及び使用情報（use information）は、第１の書込エリア２１
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に記録される。さらに第２及び第３の書込エリア２２及び２３が図示されており、これら
は隔離され使用情報を格納するのに用いられる。記録担体１は、第１図を参照して説明し
たようなトラック構造が設けられるが、標準的な読取装置にとって、当該読取装置がマー
クに基づきトラッキング情報及び／又は位置情報を得るに際して位置決めするのに満足に
利用できるものではない。全体に書き込まれたエリア２１は、どんな読取装置にも読取可
能である筈である。なぜなら、（当該タイプの記録担体において）最低限使用されるべき
半径位置から途切れることなくマークが形成されているからである。しかしながら、かか
る標準の読取装置は、例えば読取命令によりアドレス指定された当該隔離エリア２２又は
２３を読み取らなければならない場合、読取ヘッドをそのアドレスに対応する半径位置に
ジャンプさせて移動させることとなる。全体として大まかに位置決めした後、この標準の
読取装置は、精密な位置決めのために記録担体の位置情報の読み取りを試行することとな
る。しかしながら、マークが検出されないので、標準の読取装置は、かかる読取ユニット
のさらなる位置決めができず、情報を再生しないであろう。トラック構造がマークにより
構成されるヘッダを有する場合、この標準の読取装置は、原理的にはこれらを読み取るこ
とができる筈である。ところが、未書込エリアにおいて中間のマークが存在しないために
、読取ユニットを当該トラック上方に旨く位置決めすることができず、未書込エリアにお
ける当該ヘッダの読取動作は確実性が失われてしまうこととなる。
第３図は、本発明によるダミー情報を有する部分的書込済みの記録担体を示している。第
２図において用いられたエリア２１、２２及び２３に加えて、エリア３１、３２及び３３
は、マークによるそれらの書込によって初期化される。かかる初期化エリア３１は、中心
孔１０からの半径方向における読取方向において隔離エリア２２と隣接する。エリア２２
を読み取る指示がなされた場合、読取装置は、このエリアの前に少しだけ離れて読取ヘッ
ドを位置決めすることとなる。最初の全体的位置決めは、現実の位置（例えば、エリア２
１のファイル管理情報における位置）と、例えば読取ユニットの半径方向駆動モータに取
付けられた変位センサにより測定された変位とに基づいている。こうして読取ユニットは
初期化エリア３１に到達することができる。その後、ダミー情報のマークにより反射され
る放射成分に基づいて精確な位置決めがなされる。これにより読取ユニットは、当該トラ
ック上方に精確に位置付けされることになり、当該トラックを正しく追従することによっ
て所望のエリア２２を検出することができる。本発明の一実指例によれば、ダミー情報は
、例えば複数のゼロの如き固定された値を有するダミー情報ブロック（ゼロブロック、Ｚ
Ｂ）として構成される。これらＺＢは、通常の形態で制御及びアドレス情報が例えばヘッ
ダに設けられる。ＺＢの構成は、例えばエラー訂正及び上記ヘッダに関して普通の情報ブ
ロックと変わらないことが好ましい。読取ユニットがこのようなＺＢを検出したとき、全
体的位置決め後の通常の手法でその位置から読取ユニットの現在位置が得られる。そして
この現在位置に基づいて、精確な位置決めが、例えばトラックからトラックへと幾つかの
トラックをジャンプすることにより行われる。
本発明によるシステムの一実施例においては、使用されている離隔エリア２２の後ろにあ
る境界エリア３２にもダミー情報が書き込まれる。全体的位置決めのときには、読取ユニ
ットは所望エリア２２を丁度飛び越えたところの境界エリア３２にも到達する場合がある
。精確な位置決め（この場合、使用されているエリア２２の前方位置に何本かのトラック
をジャンプすることによりなされる）は、エリア２２の後ろにある境界エリア３２におけ
るダミー情報から得られる現在位置を基準にすることができる。この境界エリア３２の（
半径方向の）幅は、エリア３１の幅よりも小さく選定すると良い。その理由は、使用され
ているエリア２２の前方位置に向けて、かかる全体的位置決めが行われるからである。後
続エリア３２の幅は、例えば、先行エリア３１の幅から、使用されているエリア２２の幅
を引いた差にほぼ等しく選定されうる。このため、使用されているエリア２２の幅は、認
識されるべきものである。境界エリア３１及び３２の各々と、これら境界エリア３１及び
３２の合成部と、使用されるエリアとは、全体的位置決めの際に読取ユニットが到達しう
るテープ状エリアを構成する。このテープ状エリアの幅は、予想される読取装置において
予期される位置決め許容誤差によって選定される。実際上、例えば０．２ｍｍ範囲内の全
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体的位置決めが可能である。したがって、かかるテープ状エリアの幅は、少なくとも０．
２ｍｍであり、これは０．７４μｍのトラックピッチで約２７０周の巻回部を有するテー
プ状エリアを形成するものである。例えばＤＶＤ－ＲＯＭにおいて、記録担体は、標準速
度で概ね１時間内に全ての書き込みがなされ、書込可能エリア全体が半径方向に約３４ｍ
ｍの長さを持つものであるので、０．２ｍｍの初期化に必要な時間は、およそ２０秒とな
る。本発明による読取装置に適合するよう記録担体を製作するならば、狭いエリアを初期
化するだけで十分である。この読取装置は、ジャンプ時における読取ユニットの高い搬送
速度で、少なくとも、書込エリアと未書込エリアとの差を認識することとなる。書込エリ
アに達すると、この読取装置は、当該書込エリアにおけるマークを読み取ることができて
かつそこから位置情報を取り出すことができるよう搬送速度を落とすこととなる。なお、
原理的には、記録担体のシステム仕様の範囲内で許される限りのトラックパターンの偏心
は、位置決め誤差に加える必要はない。何となれば、当該書込エリアは、少し回転すれば
いずれにせよ読取ユニットの下に位置することになって位置決め手段がロックインするこ
とができるからである。また、データ記憶用のエリアの先端部（例えばアドレス００００
を有する情報ブロックの半径位置）の半径方向における許容誤差も、考慮する必要がない
。これは、ジャンプ間距離が現ヘッド位置に関連づけて決定されるからである。
本発明によるシステムの他の実施例においては、使用されているエリア２３に先行する境
界エリア３３に、ダミー情報が書き込まれる。このエリア３３は、使用されるエリアの直
前のトラックにおいて、少数のダミー情報ブロック（少なくとも１つ）を有する。本発明
による読取装置は、第５図を参照して後述されるように、全体的位置決め後に書込エリア
を検索する手段が設けられる。使用状態にあって読み取りの対象となっているエリア２３
が書込エリア３３に先行されることによって、このような読取装置のトラッキング手段及
び読取手段がその読み取るべきエリア到達前にロックインすることができる、という利点
がある。同じことが、例えばヘッダを備えたトラック構造の場合に十分正確に読取ユニッ
トを位置決めできて読み取るべきエリアに到達する標準の読取装置に当てはまる。そのエ
リアに到達すると、トラッキング及び読取手段がロックイン状態に入り、所望の情報ブロ
ックが確実な形式で読み取られることとなる。
第４図は、例えば、電磁放射ビームを使って（相変化による）光磁気又は光学的な形態で
書込可能なディスク形記録担体に、情報ブロックを書き込む装置を示している。書込中に
、情報を表すマークが記録担体に形成される。かかる装置には、記録担体１を回転する駆
動手段４５と、記録担体のトラック構造により表されるトラックをスキャンする書込ヘッ
ド４２とが設けられる。書込ヘッド４２は、位置決め手段４４により、トラックに対し半
径方向における位置決めを受けるとともに、トラック構造からは位置情報が検出される。
知られているトラッキング及びフォーカスの手法により、トラックは書込ヘッドでスキャ
ンされ、例えばトラッキング信号はプリグルーブのウォブルによる変調成分を有する。こ
のトラッキング信号は復調され、この信号中に符号化されている位置情報が位置決め手段
４４において得られ、システム制御ユニット４６へ伝送される。書込ヘッドの半径位置は
、得られた位置情報により確認されうる。書込手段４１の入力に供給される情報は、必要
であれば当該手段において情報ブロックに分割され、書込ヘッド４２用の書込信号に変換
される。書込手段４１は、例えばエラーコーダ及びチャネルコーダを有する。システムコ
ントロールユニット４６は、位置決め手段４４、書込手段４１及び駆動手段４５を制御し
ており、後述されるような、使用されているエリアであるかどうかを検出する処理や、未
書込境界エリアを検出しダミー情報で初期化する処理を実行するような構成を擁している
。
先ず、システムコントロールユニット４６は、情報ブロックが使用されているかどうかを
検出するように構成されている。この検出をなす第１実施例では、かかるブロックが使用
されているという事実が、受信した書込指令から、そして出来れば良好に実行された読取
指令からも得られる。記録担体が装置に導入された瞬間、システム制御ユニットは、使用
されているエリアのトラックに留まる状態を保つ。これは、例えば、ビットマップとして
のアドレスのリストによってなされる。かかるビットマップにおいては、記録担体の所定
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のアドレスのビット各々が使用情報（use information）を示している。例えば、ＤＶＤ
においては、情報ブロックの大きさが３２Kbyteとされ、８Gbyteのビットマップが、情報
ブロック当たり１ビットで１つの情報ブロックに一致する。所定アドレスに対する書込指
令があった場合には、このアドレスに対応するビットが使用中の状態を示す値にセットさ
れる。第２実施例においては、記録担体についてのこのようなリスト又はビットマップは
、使用情報が記憶されることのない例えばリードインエリア内の所定位置または該エリア
の前にある所定位置に固定される。その代わり、かかる使用情報が１つのファイルとして
記憶されてもよいが、用いられるファイル管理システムのルール（例えばＩＳＯ９６６０
におけるが如きディレクトリ及びパステーブルによるもの）を考慮に入れなければならな
い。もう１つの実施例においては、ファイル管理システムに応じて記録担体に存在する情
報からその使用情報が得られる。ここで、使用情報を得る元の情報は、慣例的には、当該
記録担体におけるアドレス指定可能エリアの使用または未使用状態についてのテーブルを
有する。さらに、システム制御ユニットは、記録担体の書込エリアを検索しその後に検出
情報ブロックの内容に基づいて当該エリアが使用状態にあるか又は初期化状態のままであ
るかを判定するよう構成されてもよい。
次に、システム制御ユニット４６は、使用されているエリアに隣接するエリアが既に書き
込まれているかどうかを検出するよう構成される。その後、以下に述べるように、未書込
境界エリアが初期化される。第１の実施例においては、書込ユニットは、トラック構造に
基づいて、使用されているエリアに先行または後続するエリアの上方に位置決めされる。
マークの存在は、慣例的には、反射された放射成分から確認することができる。マークが
あれば、そのエリアには書込がなされており、それ自身正に使用中にある可能性がある。
多くの書込装置は、一般には書込／読取の組合せユニットによるものであるが、読取機能
を持っている。関連の境界エリアを読み取ることによって、そのエリアが書込済みか否か
を直接確認することができる。ダミー情報が標準の情報から区別されうるものである場合
には、読み取られた内容から、ダミー情報に関係しているかどうかをも判定することがで
きる。この区別は、例えばダミー情報ブロックのヘッダに設けたり、或いは、例えばダミ
ー情報ブロックに敢えてエラーパターンを設けることによって実現したりすることができ
る。第２実施例では、本発明による記録担体に、記録担体の各エリアに書き込みがなされ
ているかいないかについての状態（ステータス）情報が与えられる。本発明による書込装
置の一実施例においては、記録担体のステータス情報を書き込んだり読み取ったりするよ
うにシステム制御ユニットが構成される。かかるステータス情報を固定するのに選択され
る形態により、システム制御ユニットは、当該ステータス情報の位置又は当該ステータス
情報の参照情報を検知するか、或いは当該ステータス情報を再生するように慣例的な手法
のファイル管理情報を使用する。ステータス情報は、例えばビットマップの形式で、情報
ブロックの最短長に対応する大きさの固定エリアの状態を示す１つのビットで、固定され
る。現存の光学ディスクシステムにおいては、この長さは使用されるエラー訂正符号化の
形態により決定される。変更例又は追加例として、書込エリアを伴うテーブルは、固定（
確定）可能であり、（上記中心孔から半径方向に沿って見た場合の）最初の書込エリアの
少なくとも末端部が与えられる。使用情報を伴う場合と同様に、記録担体のステータス情
報は、例えば使用情報の記憶されることのないリードインエリアの中或いはその前といっ
た当該記録担体上の所定位置に固定されることもある。もう１つの適合する位置は、デー
タ記憶用のエリアの末端部近傍である。なぜなら、全体的に見れば、記録担体はその先頭
部から情報が書き込まれていくものであるからである。記録担体が殆ど完全に情報で書き
込まれているときに当該末端近傍のエリアがデータ記憶に必要となった場合、（実質的に
）未書込エリアが残らなくなるので、ステータス情報は、少ない量に限られてしまうかま
たは完全に省かれる可能性がある。その代わり、ステータス情報はファイルとして固定さ
れるものとしても良い。書込装置の一実施例においては、記録担体のステータス情報の読
取後にこのステータス情報の有効性が判定される。極めて安全な方法は、最初はいつも、
初期化すべき各エリアを読み取り、その後にこれらエリアが実際に未だ未書込である場合
にのみ初期化を行うことである。したがって、初期化に必要な時間は２倍となるが、ステ
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ータス情報が用いられない前述のシステムについては、それでも有利な面がある。何とな
れば、このシステムにおいては最初に全てのエリアを読み取ることが必要であるが、ここ
ではそのステータス情報に応じて各エリアのうちの一部を読み取る必要がないからである
。もう１つの実施例としては、例えば、付加的有効性情報が記録担体に記憶されるように
しても良い。第１の書込指令を実行する場合、当該装置は、記録担体にその有効性情報を
書き込むが、この情報は、記録担体が、これに存在するステータス及び／又は使用情報に
より示されているものよりも多くの書込エリア又は使用エリアを有することを示している
。動作状況が許せば、ステータス及び／又は使用情報の新しいバージョンが確定され、そ
の後、ここではステータス及び／又は使用情報が最新情報を含んでいるという内容で最終
的に有効性情報が再度固定される。例えば電流のドロップアウト又は手動による記録担体
の取り出しによって、かかる動作が中断された場合は、記録担体の有効性情報がステータ
ス情報は不完全である旨を示すこととなる。未だ確定していない暫定的なステータス情報
は、記録装置において不揮発性メモリに記憶するのが好ましい。これにより、電流ドロッ
プアウトの終了後に当該暫定的ステータス情報をその時点で確定することができる。その
他の実施例においては、別の示すべき内容、すなわち、記録担体が読取装置の条件に完全
に従う前になおも多数のエリアが初期化されるべきであることを示す内容、例えば「部分
的にＲＯＭドライブが用意された」こと及びなおも初期化すべき境界エリアのリストが、
有効性情報に含まれるようにしても良い。その上、例えば、ここで述べているエリアの最
小の幅の程度、例えば「最小ＲＯＭドライブの到達エリア０．２ｍｍ」が含まれる。さら
に、全ての介在するエリアが初期化されている故に隔離されたエリアのない記録担体は、
「最大限にＲＯＭドライブが用意された」といったようにマークされても良い。境界エリ
アを伴うリストも記憶されても良いが、これは、より高い確実性が達成されるように拡大
しなければならない場合がある。書込装置において適合する記録担体の次の使用時におけ
る動作状況が許せば、これらの拡大化は、さらに境界エリアを初期化することにより達成
される。また、ステータス及び／又は使用情報が記憶される場合、この情報が２重に確定
されることで、最初の記憶エリアが損傷した場合にこれらの重要なデータの予備コピーを
具備するようになる。
システム制御ユニットは、未書込境界エリアを初期化し、このため、位置決め後にトラッ
ク構造に基づいて書込ヘッド４２によりダミー情報を書き込むように構成されている。こ
のダミー情報は、対応するヘッダ及びアドレス情報を有する通常の情報ブロックの如く構
成されるのが好ましい。例えば、内容としては複数のゼロ（の値）が用いられる。第１の
実施例においては、使用状態にあるエリアに先行する未書込境界エリア３１が初期化され
る。そして、１つまたはそれより大なる数の情報ブロックによって形成される助走（なら
し動作用の）エリア３３が書き込まれ、或いは第３図を参照して説明したように、帯状エ
リアの幅が記録されても良い。システム制御ユニットはまた、使用されている当該エリア
に先行する全体的未書込エリアを書き込むように構成されても良い。かかる全体的エリア
は、常に当該最小半径位置以降にそして使用状態にある新しく検出されるエリアを含んで
書き込まれる。これにより、使用されているエリアへのジャンプ時に読取装置が未書込エ
リアに交差する必要が全くない、という効果を奏する。段階的アプローチにおける両対策
の組合せは、次のように達成される。システム制御ユニットは、その境界エリアを少なく
とも助走に必要な長さで、しかも当該動作状況がこれを許容するのであればそれよりも長
くテープ状エリアを書き込む。また、少なくとも帯状エリアを書き込むようにしても良く
、動作状況が許せば、当該全体的エリアに、データ記憶用のエリアの始端から、使用状態
にある最も遠く離れたエリアまで記録を済ますことができる。したがって、これらの組合
せにおいては、システム制御ユニットは、記録担体を搬出する指令が与えられたときに可
及的に小さく初期化するよう最初に当該エリアを書き込むこととなり、そしてその搬出指
令を実行するに過ぎない。第２の実施例においては、第３図において説明したように、使
用されているエリア直後の未書込エリア３２を書き込むようシステム制御ユニットが構成
される。使用エリアの前及び後の境界エリアについての書込動作の組合せが望ましい。も
ちろん、これらの対策を組合せ段階的にこれらを行うようにすることも可能である。書込
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指令の受付は、一例として説明することができる。位置決め時において、システム制御ユ
ニットは、アドレス指定されたエリアに先行する短いエリアは当該所望アドレスに到達す
るまでそのエリアを読み取るので書き込まれないことを検出する。この時点から、システ
ム制御ユニットは、そのアドレス指定されたエリアに書込指令時に受け取った情報を書き
込むのである。その後、システム制御ユニットは、書き込まれたばかりのそのエリアの直
後の境界エリアを読み取る。実際の書込指令を実行した後、システム制御ユニットは、検
出された未書込境界エリアを書き込むように切り替わる。しかしながら、これを行う時点
は、他方で新しい書込指令が受け取られた場合には延期されるようにすることができる。
そこで、メモリがあれば、どのエリアが依然として初期化されるべきかを記憶することが
できる。後の時点で、以前検出された未書込エリアに先行する広いエリアを、このエリア
が未書込なのかどうか確認するように読み取ることもでき、このエリアはその後初期化す
ることができる。例えば、第３図において説明したような本発明による記録担体から読み
取られたステータス情報からそのエリアが（未）書込であることが既知であれば、使用さ
れようとしている新しいエリアに先行する境界エリアは、アドレス指定エリアに書込処理
を施す直前で書込が可能となる。これにより、書込ユニットが一度だけ位置決めされ、そ
の後長い時間期間に亘って連続的な書込を行う、という利点が得られる。これは、連続的
に書込動作を２回又は３回行うよりも少ない時間消費で済む。その他の実施例においては
、かかる初期化の時点は、他の動作状況においても採用される。例えば、システム制御ユ
ニットは、ホストコンピュータが次の指令を書込装置に送ることができるよう最後の書込
又は読取指令が実行された後初期化を固定された時間期間だけ待機する。そしてこの待機
時間後、書込装置は、自発的に初期化動作に切り替わる「アイドルモード」を得る。この
アイドルモードにおける新たな書込又は読取指令が受信された場合には、書込装置は少し
長い応答時間を呈する。なぜなら、書込装置は、最初にその時点で書き込みが行われてい
るダミー情報ブロックを完結させるからである。なおも初期化すべきエリアの特定の部分
も必要なものとみなされるかもしれないし、使用されているエリアから離れている他の部
分が所望のものとみされるかもしれない。上記アイドルモードにおいて十分な時間があれ
ば、両カテゴリーともに初期化されるが、記録担体を排出する指令が前に受信されていれ
ば、少なくとも必要なカテゴリーがここでは初期化されることとなる。こうすることによ
り、ユーザに対しては短い待機時間で済ませる。排出指令までの初期化動作の延期は、最
低限の数のエリアが初期化される、という利点を持つものである。実際には、記録担体の
挿入から排出までの間のセッションにおいて、各エリアを先ず未書込境界エリアとみなし
、そしてそれ自身を使用に供してもよい。かかるセッションにおける初期化はそれゆえ不
要であり、損耗（wear）をもたらすに過ぎないであろう。
第５図は、情報ブロックを読み取る本発明による読取装置を示している。この読取装置は
、ディスク形記録担体１を回転する駆動手段４５と、記録担体のトラックをスキャンする
読取ヘッド５２とが設けられる。この読取ヘッド５２は、記録担体のマークから得られる
信号に基づいて位置決め手段４４によりトラックに半径方向に位置決めされる。典型的な
位相差検出又は時間差検出システム（ＤＰＤ又はＤＴＤ）によれば、例えば、検出器（図
示せず）上の反射された放射成分を受信することができる。かかる検出器は４つの副検出
器に小分割されている。この副検出器の信号間の位相又は時間の差を測定することによっ
て、当該トラックに書き込まれたマーク列に対してのスキャンスポットの位置を判定する
ことができる。この点につき注記するに、例えばＤＶＤ－ＲＯＭの如き読取専用の記録担
体を読み取るために構成されたこのような装置には、再書込可能な記録担体のトラック構
造からトラッキング及び／又は位置情報を得る手段が設けられないであろう。読取時には
、読取ヘッド５２からの信号が読取手段４３において情報に変換される。この読取手段は
、例えばチャネルコーダやエラー訂正器を有する。さらにこの装置には、システム制御ユ
ニット４６が設けられる。このユニットは、読取ヘッド５２を半径方向のポジションに変
位させるものであり、主として読取命令に基づいている。かかるポジションは、読み取る
べきエリアの前方に少し離れたところとなる（粗い位置決め）。かかる位置決めの後は、
システム制御ユニットは、読取ヘッド５２及び位置決め手段４４によって記録担体から読
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（精確に）位置決めする。本発明による読取装置は、位置決め動作においてマークを読み
取ることが出来なかった場合に書込エリアを検索する検索手段が設けられる。このために
、システム制御ユニット４６は、ジャンプ後に読取ヘッド５２が達しているエリアにおい
てマークがあるかどうかを検出する。もしもマークが存在していなければ、読取ヘッド５
２は、マークが検出されるまで位置決め手段４４によりさらに変位される。第１に、シス
テム制御ユニットは、読取ヘッドの当該情報ブロック前方への位置づけが上記全体的位置
決め動作において試行されるので、その読み取るべき情報ブロックが期待される方向に読
取ヘッドを変位することができる。第２に、他の実施例においては、所定距離の変位後に
かかる第１方向においてマークが検出されなかった場合には逆の方向に変位させるものと
している。この利点は、機械的誤差又はその他の原因により、ジャンプ後読取ヘッドが読
み取るべき当該エリアを越えて到達した場合にある。
読取装置の実施例には、マークの存在を検出する検出手段が設けられる。例えば当該検出
器からの高周波信号のレベルを検出するのである。全体的位置決め動作の後には、読取ヘ
ッドは、書込エリアが見つかるまで高い半径方向の速度で変位させられる。このとき読取
手段による記録担体からの情報再生は行う必要はなく、しかもトラッキング手段はロック
イン状態に入ってもいない。
また、読取装置の実施例には、平均的トラックピッチを判定する手段が設けられる。かか
る半径方向の距離はジャンプがなされているときに計算されなければならないので、実際
のトラックピッチは、読み取るべきエリアの半径位置に影響を与える。一般的には、読取
装置は、該当の記録担体のシステム仕様に記載されているトラックピッチから始めること
とする。変位センサに基づいた全体的位置決め動作の間、その精確さは、計算された到達
位置と以前に実行されたジャンプ指令で実際に検出された到達位置との間の偏差を比較す
ることによって、そしてそれから得られる計算されたジャンプ距離と次のジャンプにおい
て実現されるべき実際のジャンプ距離との訂正（補正）係数を決定することによって改善
されうるものである。結果として、変位センサに予想される偏倚と該当の記録担体の平均
トラックピッチの偏倚との双方が、ジャンプ距離を判定するときの訂正処理に考慮される
。
また、読取装置の実施例には、検索手段が設けられる。この手段は、トラックパターンの
未書込エリアにおけるトラックに対するビームのトラック交差を検出する手段を有し、上
記位置決め手段は、この検出されたトラック交差に基づいて位置決めするように構成され
る。書込エリアに位置決めするために、ＤＰＤ又はＤＴＤの位置決め手段は、記録担体上
のビームにより投影されたスキャンスポットに対するトラック中心の偏倚を検出するよう
構成される。書込エリアに位置決めするとき、これらの偏倚は、通例の手法でスキャンス
ポットがトラックを交差した回数のカウントに置き換えることができ、当該距離の測定基
準となる。ここでこの読取装置には、未書込エリアにおけるトラック構造を検出すること
のできるプッシュプル検出として知られているようなトラック交差を検出する手段を設け
ることができる。これには、第１図において説明したような変調成分から位置情報を復調
し復号する必要はない。トラック構造により示される如きトラックの検出とカウントとを
行うことによって、ジャンプ時の距離が測定され、これにより上記位置決め手段は、その
測定された距離に基づいて制御されるのである。
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